
植村 公彦

弁護士としての企業法務、コンプライアンスおよびリスクマネジメント分野において高度な専門性
と豊富な実務経験を有しており、取締役会の意思決定機能および監督機能の実効性向上に重要な
役割を果たしております。今後も専門的見地に基づき、経営の透明性・公正性の確保、当社の意思
決定に対する実効性の高い監督機能の発揮とともに、多様なステークホルダーの観点を踏まえた
建設的な助言を行うことで、取締役会の実効性向上に貢献いただくことを期待します。

● 企業経営
● サステナビリティ・環境経営
● 人財開発
● コンプライアンス・ガバナンス・リスク管理
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企業経営 6

スキル 選定理由 該当する
取締役数

パッケージングのリーディングカンパニーとして、事業環境が大きく変化する中、グループビジョン「人と環境にやさ
しい価値を届ける」の実現、成長戦略の策定・実践には、マネジメント経験・経営実績を持つ取締役が必要である。

マーケティング 5
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パッケージング市場で持続的に成長するためには、市場・お客様の声を常に聞き、本質を理解し共に成長すること。
その経験を持つ取締役が必要である。

ものづくり・開発 循環型社会の実現のため、人と環境にやさしいパッケージを開発するには、さまざまなイノベーションの推進実績や、
技術・品質・環境分野での確かな知識や、それらを理解し戦略立案の経験を持つ取締役が必要である。

グローバルビジネス グローバル展開の加速および収益性強化には、海外での事業マネジメント経験やローカルニーズに対応するため
海外の生活文化・事業環境等に豊富な知識・経験を持つ取締役が必要である。

人財開発
持続的成長の実現には、変化に対応し、成長する従業員一人ひとりがその能力を最大限に発揮できる人財戦略
が必要である。ダイバーシティの推進を含む人財開発分野での確かな知識や、それらを理解し戦略立案の経験を
持つ取締役が必要である。

財務戦略 強固な財務基盤を構築し、持続的な企業価値向上に向けた成長投資（M&A含む）の推進と株主還元の強化を実現
するには、財務・会計分野における確かな知識や、それらを理解し戦略立案の経験を持つ取締役が必要である。

コンプライアンス・
ガバナンス・
リスク管理

適切なガバナンス体制の確立は、社会に必要とされる持続的な企業価値向上の基盤である。取締役会における経営
監督の実効性向上のためにも、コーポレート・ガバナンスやリスク管理・コンプライアンス分野での確かな知識や、
それらを理解し戦略立案の経験を持つ取締役が必要である。

4サステナビリティ・
環境経営

パッケージでESG課題を解決し持続可能な社会の実現に貢献する会社であるためには、脱炭素、エコデザイン、
ダイバーシティ、ワークライフバランスに関する知見を持ち、推進していくことのできる取締役が必要である。

デジタルトランス
フォーメーション
（DX）推進

ワクワクする新たな価値を創出し市場での競争力を維持・強化するためには、データとデジタル技術を駆使した変革
を推進していくことのできる取締役が必要である。

取締役会に必要なスキルとその理由

氏名 期待される役割の概要など 期待する主な経験・スキル

牧 辰人

公認会計士として培われた会計および税務における豊富な経験および幅広い見識を活かし、当社
の経営全般、特にインドを含むアジア地域での事業展開や、海外グループ会社に対するガバナン
スなど取締役会の意思決定機能および監督機能の実効性向上に重要な役割を果たしております。
今後も専門的見地に基づき、経営の透明性・公正性の確保、当社の意思決定に対する実効性の
高い監督機能の発揮とともに、多様なステークホルダーの観点を踏まえた建設的な助言を行うこ
とで、取締役会の実効性向上に貢献いただくことを期待します。

● 企業経営
● グローバルビジネス
● 財務戦略
● コンプライアンス・ガバナンス・リスク管理

関 勇一

製造および開発分野を中心に、安全防災・ものづくりにおける責任者として培われた幅広い見識に
加え、上場企業の経営者としての経験を有しております。特に、安全・品質および生産体制に関す
る視点から取締役会の意思決定機能および監督機能の実効性向上に重要な役割を果たしており
ます。今後も専門的見地に基づき、経営の透明性・公正性の確保、当社の意思決定に対する実効
性の高い監督機能の発揮とともに、多様なステークホルダーの観点を踏まえた建設的な助言を
行うことで、取締役会の実効性向上に貢献いただくことを期待します。

● 企業経営
● ものづくり・開発
● 人財開発
● コンプライアンス・ガバナンス・リスク管理

岡﨑 陽一

全社戦略の策定やイノベーション推進に関する豊富な経験と幅広い見識を有しており、これらを
取締役会の議論に反映し、多角的な視点の提供を通じて、グループ全体の経営に対する適切な
監督に関与するとともに、取締役会の意思決定機能および監督機能の実効性向上に寄与しており
ます。同氏は、事業およびリージョン責任者としての経験を通じて、取締役に求められる見識・能力
を有しており、各地域・事業の多様な視点を踏まえたガバナンスの強化に寄与することで、取締役
会の実効性向上に貢献いただくことを期待します。

● 企業経営
● マーケティング
● グローバルビジネス
● デジタルトランスフォーメーション（DX）推進

梅田 英明

当社グループの主要事業の執行責任者として、国内外における「ものづくり改革」および新製品
開発をリードしてきた豊富な経験と幅広い見識を有しており、これらを取締役会の議論に取り入れ
ながら、グループ全体の経営に対する適切な監督に関与するとともに、取締役会の意思決定機能
および監督機能の実効性向上に寄与しております。同氏は、海外事業運営や、ものづくり・開発に
係る現場・技術の視点を踏まえたガバナンスの強化に寄与することで、取締役会の実効性向上に
貢献いただくことを期待します。

● 企業経営
● ものづくり・開発
● グローバルビジネス
● 人財開発

岡﨑 成子
当社グループの経営責任者として、経営戦略の策定・推進をはじめとする経営全般において豊富
な経験と幅広い見識を有しており、これらに基づき取締役会の意思決定機能および監督機能の
実効性向上に重要な役割を果たしております。同氏は、グループ全体の経営を適切に監督し、
各地域・事業の多様な視点を踏まえたガバナンスの強化に寄与することを期待します。

● 企業経営
● サステナビリティ・環境経営
● 人財開発
● デジタルトランスフォーメーション（DX）推進

社外取締役からのメッセージ

ガバナンス

社外取締役（就任7年）

関 勇一

　2024年度からスタートした経営計画「FSG.30」を実行するにあたり、当社の成長に資する戦略的投
資について社内で活発な議論が行われています。市場の伸びを背景に、より一層の事業規模拡大を狙っ
た新工場の建設が、米州（ノースカロライナ）に続いて日本（山形）やアセアン（プラカサ）を対象に意思
決定され、今年から来年にかけて順次稼働の予定です。またこれらの新工場においてはもちろん、既存
の工場やスタッフ部門においても収益性を徹底的に高めるためのシステム構築や自動化・DX化など
生産性改革に資する投資が順次実行に移されています。いずれも各リージョンにおける市場動向や当社
の戦略を踏まえたもので、今後に期待が持てるものと評価します。
　一方、新規事業に関しては、引き続き人財や技術への投資を含めた体制整備が進められていますが、
2025年度は事業化が先行するCMO事業で成長領域への参入・拡大のための設備投資が意思決定
されました。対象とする新規事業それぞれでフェーズは異なるものの、着実に進んでいると評価して
います。今後、新しい設備に関しては入念な準備のもと、最短での立ち上げが求められていきます。
関係者全員がその意識を持って取り組んでおり、引き続きその様子についても見守っていきます。

「FSG.30」実現に向けた戦略投資の推進

社外取締役（就任1年）

植村 公彦

　当社グループでは、各リージョンが実情に応じてリスクマップを策定し、優先順位を付けながら
リスク管理を行っています。文化や法制度、価値観が異なるため、各リージョンが主体的にリスクを
統制することが重要です。当社はリージョントップとの対話を通じて情報を把握し、リスクマネジメント
の有効性を確認するとともに、必要に応じて改善や見直しを進めています。2025年度は大きなリスク
事象の発生はなく、地政学リスクにも機敏に対応できたと評価しています。ただし、リスクマネジメント
に終わりはなく、不断の取り組みが不可欠です。
　また、M&Aや設備投資、新規事業などの重要な経営判断では、適切なリスクテイクが企業成長に
欠かせません。社外役員・監査委員としても、リスクを抑えながら挑戦を後押しする姿勢を重視してき
ました。経営判断には将来予測を伴うため、経営陣の裁量は尊重されるべきであり、その観点から
議論に臨んでいます。当社の取締役会は自由闊達な議論が行われる開かれた場であり、活発な意見
交換を通じて納得感のある結論を導いています。グローバル企業として持続的に成長するため、
各リージョンの成長を支えるとともに、企業統治の水準をリージョン間で標準化し、さらなる高度化を
図ることが重要だと考えます。

適切なリスクテイクを支える取締役会の議論

社外取締役（就任9年）

牧 辰人

新体制で深める投資家対話と財務戦略の次なるステージ
　資本コストを意識した経営はすでに定着していると感じています。持続的な利益成長、資本効率の
向上、最適な資本構成を軸に経営が進められ、IR面でも投資家の関心の変化に対応し、より具体的な
情報開示や対話の充実が図られているほか、各リージョンでも指標を設定し経営に反映しています。
　利益成長に向けては、成長分野への投資に加え収益性向上による営業キャッシュフロー創出を重視し、
その成果をさらなる成長投資に繋げる好循環を目指しています。また、「FSG.30」の実現に向け、市場
や事業ごとの成長イメージも明確化されています。資本効率向上では事業ポートフォリオの見直しを
継続し、最適資本構成のもとで投資判断を行っています。
　今後の課題は、環境・人的資本・ガバナンスに加え、顧客基盤や技術力などの非財務資産が「FSG.30」
の財務目標にどう結び付くのかを示すことです。これらを可視化できれば、投資家への説明力は確実に
増すでしょう。新体制のもと投資判断や資本配分に関する議論が活発化し、投資目的やリターンの説明責
任が求められます。キャッシュ・アロケーションや株主還元とのバランスについても開示と対話が進めら
れています。不透明な事業環境の中、今後も攻めと守りの両面を踏まえた財務戦略の推進を期待します。
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